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	抗原情報
	背景
	リングフィンガータンパク質167（RNF167）ホモサピエンスRNF167は、TSSC5（SLC22A18; MIM 602631）と相互作用し、UBCH6（UBE2E1; MIM 602916）とともにTSSC5のポリユビキチン化を促進するE3ユビキチンリガーゼです（Yamada and Gorbsky、2006 [PubMed 16314844]）。[OMIM提供、2008年3月]機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼとして、またはE3複合体の一部として機能し、UBE2E1などの特定のE2ユビキチン結合酵素からユビキチンを受け取り、それをSLC22A18などの基質に転送します。 G1/S 遷移に関与する成長調節に役割を果たす可能性があります。,経路: タンパク質修飾; タンパク質ユビキチン化。,PTM: UBE2D1 および UBE2E1 の存在下で in vitro で自己ユビキチン化されます。,類似性: 1 つの PA (プロテアーゼ関連) ドメインを含みます。,類似性: 1 つの RING 型ジンクフィンガーを含みます。,細胞内局在: 細胞質膜を標的とします。,サブユニット: SLC22A18 と相互作用します。,組織特異性: 腎臓と肝臓で強く発現します (タンパク質レベル)。,
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	Jarkat細胞溶解液のウェスタンブロット分析、RN167ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

